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【重要】粗悪学術誌（ハゲタカジャーナル）への投稿に関する注意喚起 

 

 近年、オープンアクセスジャーナルの普及に乗じ、論文掲載料（APC：Article Processing Charge）の搾取の

みを目的とした「粗悪学術誌（ハゲタカジャーナル）」による被害が深刻化しています。 

 これらのジャーナルに論文を掲載することは、研究者個人のキャリアや社会的信用を損なうだけでなく、本学

の研究活動に対する信頼を大きく揺るがす事態に繋がりかねません。 

自身の研究成果とキャリアを守るため、学術誌へ論文を投稿するにあたっては、下記の点に細心の注意を払っ

てください。 

なお、これらの情報は、研究者個人だけでなく、周囲の若手研究者や指導する大学院生にも共有していただく

ようお願いします。 

記 

 

1. ハゲタカジャーナルの主な特徴 

・電子メールによる執拗な投稿勧誘がある 

・ウェブサイトの作りが粗雑（誤字や文法の誤り等）である 

・出版社の所在地や連絡先が不明瞭、あるいは虚偽の情報が記載されている 

・編集委員が専門外である 

・詳細な掲載料の記載がない 

・査読の方針や過程が不明瞭である（短期間での論文発表を謳っている） 

・論文撤回の方針や著作権譲渡に関する規定が整備されていない 

 

２．信頼できるジャーナルを判断するためのチェックリスト 

ハゲタカジャーナルの定義は統一されておらず、対象となる雑誌も日々変化しています。このような状況の

中、雑誌の信頼性を確かめるためのチェックリストが次のサイトに公開されています。 

 

Think. Check. Sub ：https://thinkchecksubmit.org/ 

     ：https://thinkchecksubmit.org/journals/japanese/（日本語） 

 

■チェックリストの一例 : 上記サイトをもとに作成 

【あなたやあなたの同僚は、そのジャーナルを知っていますか？】 

□そのジャーナルの論文を以前に読んだことがありますか？ 

□そのジャーナルの最新論文は、簡単に見つけることができます

か？ 

□ジャーナルの名称：名称は独自のもので、他のジャーナルと同じ

であったり、混同され易かったりしませんか？ 

 

【出版社を簡単に特定し、連絡を取ることができますか？】 

□ジャーナルのウェブサイトに出版社名が明記されていますか？ 

□出版社に電話、電子メール、郵便で問い合わせができますか？ 

□請求内容は明瞭ですか。そのジャーナルのサイトには、手数料の

内容といつ請求されるかきちんと書かれていますか。 

 

【そのジャーナルはどのような形式の査読を採用しているか明確です

か？】 

□独立 / 外部査読者の関与の有無、一論文あたりの査読者数につ

いて、ウェブサイトに記載されていますか？ 

□その出版社は、専門家による編集委員会や専門分野の研究者によ

る審査を行っていますか？ 

 

【どのような費用が請求されるのか明確ですか？】 

□ジャーナルのサイトでは、これらの費用が何に使われ、いつ請求

されるのか説明されていますか？ 

□出版社がどのような資金援助を受けているか、ウェブサイトで説

明されていますか？ 
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